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広報紙に関してのお問合せは、☎ 65・1082 まで

カメラ　ニコマート
レンズ　43m/m～ 86m/m
　　　　ズーム
　　　　シャッター自動
フィルム　トライ X（モノクロ）

編集 後記＊
Editorial Postscript

　閑さや  岩にしみ入  蝉の声　松尾芭蕉（奥の細道・立石寺にて）

蝉の鳴き声だけしか聞こえない状況が、かえって静けさをつのらせ蝉の

声が、まるで岩々にしみこんでいるかのように感じて読まれた句です。

　この芭蕉の句を思い起こさせたのは、ニュースで見た今年の８月９日、

長崎原爆慰霊式典での様子でした。シンと静まりかえった中に響く鐘の

音と蝉の声だけが聞こえる状況が凄く印象的でした。しかし、その数分

後の海外ニュースでは、アフガニスタンでの爆弾テロの現場映像と緊急

車両のサイレンの音が響き渡っている映像が流れていました。

　８月後半、日本各地では、衆議院議員選挙の街頭演説の声が響き

渡りました。今度の選挙で選出された議員の皆さんには、しっかり

とした国政運営はもちろんですが、唯一の被爆国として核廃絶、恒

久平和の場でもリーダーシップをとってほしいと思います。

　芭蕉のように、心穏やかに蝉の声が聞ける世を、子、孫、

そのまた先へと受けついでいくために。（斉藤）

▲
▲

▲

自身もカタツムリを飼育する、カタツムリ好きな飯塚市立立岩小
学校養護教諭の林 幸代さんが、自分で執筆した児童書「かたつむ
りのおくりもの」を桂川の各小学校図書館などに寄贈されました。
この本は、カタツムリを飼育する小学生の男児の姿を通して、命
の営みを描いたもの。この本を通して、“たとえ小さくても命の
大切さを子どもたちに伝えたい”と語られていました。

▲

カ タツムリって面白い生き物なんですよ！
挿絵も温かみがあり、心和む児童図書です

お盆を前にした 8 月 2 日早朝、土師の忠魂碑をメインとする桂
川公園の清掃を桂川町遺族会（5 名）と桂川町ライオンズクラブ

（11 名）が合同で行いました。さらに今年は、嘉穂総合高校の生
徒も応援にかけつけてくれました。参加者は、30 年以上続いて
いるこうした奉仕活動を今後も続けていくことをお互いに誓いな
がら、真夏の日差しの中、爽やかな汗を拭きつつ散会しました。

戦 没者の方々に思いを馳せ、恒久平和を願って
桂川町遺族会・桂川町ライオンズクラブ合同


